21世紀COE「京都大学化学連携研究教育拠点」講演会開催報告書

化学研究所　玉尾皓平、小松紘一、時任宣博

講演会名：化学研究所　有機化学セミナー

講演題目：Disilanols: Syntheses, Structures and Reactivities
 (ジシラノール：合成、構造、反応性)

講師：Prof. Myong Euy Lee (Department of Chemistry, Yonsei University, Korea)

日程：2003年10月16日（木）14:00 –15:30 

場所：化学研究所　共同研究棟　大セミナー室 

主な参加者：化学研究所在籍大学院生・教官

総参加者概数：40名

講演内容：
　Prof. Myong Euy Lee は、韓国を代表するケイ素化学者の一人であり、シリルアニオンやシリレンなどのケイ素活性種の合成と反応に関する研究で多大な業績をあげている研究者である。

　今回の講演では、ジシラノールの合成、構造、反応性について最新の研究成果が紹介された。また、かさ高い置換基により安定化されたハロシリレノイドの合成やそれらの反応性についての最新の研究成果についても講演した。
　講演後の質疑応答も活発に行われ、意義深い学術講演会となった。

